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公
共
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ィ
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を
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公共施設の美化活動（ボランティア活動）を行う団体を応援します

　町では、町が管理する道路・公園・河川などについて、町会・自治会、企業、グループが自主的に行う美化活動（清掃
など）を支援する「太子町アドプト活動プログラム」を行っています。
　支援する内容は
　①用具の貸し出し及びゴミの処理
　②活動するグループの名称などを記載した「アドプト・サイン」の設置
　③保険の加入など

太子町アドプト活動プログラム

　支援を受けるためには町との合意が必要ですので、詳しくは地域
整備グループまでお問い合わせください。
　このプログラムでは、地域の人々と一緒に、道路・公園などの公
共施設の美化清掃活動などを行うことで、自分たちのまちに関心を
持ってもらい、その活動が地域のコミュニティの場として、親しま
れていくまちづくりとなることを、めざしています。
　町内第１号として、「よいまちネット太子」の皆さんが、「太子・
和みの広場」においてアドプト活動を行っています。

　アドプトは「養子縁組」の意味で、アドプト・プログラムは
「里親制度」と訳されています。ボランティア活動を行うグルー
プなどが里親となって、道路、公園などを自らの養子とみなし、
定期的に清掃・美化活動などを行って面倒を見る（維持管理す
る）ことをいいます。

《アドプトとは？》

　また、大阪府が管理する道路（国道・府道）や河川についても、
大阪府が同様の事業「アドプト・ロード（リバー）・プログラム）
を行っています。
　町内では、「唐川ホタルを守る会」の皆さんが、大阪府より認定
を受け、唐川の清掃活動などを行っています。

太子町・○○○広場
　　　太子町アドプト活動・△△△△△
　　　　　○○○広場では△△△△△の皆さんが
　　　　　アドプト活動を行っています。

太子町　平成25年３月認定◆問合せ
　・太子町アドプト活動・プログラムに関すること
　　地域整備グループ　☎98-5523
　・大阪府アドプト・ロード（リバー）・プログラムに関すること
　　富田林土木事務所環境整備グループ　☎25-1131

▲アドプト・サイン
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ろうそく点灯のお手伝い
ができる人を募集しま
す。( 一日でも可 )
４月５日（金）までにご連
絡ください。

４月20日（土）・21日（日）
午後６時～９時（午後６時30分点灯）
会場／叡福寺・西方院・太子和みの広場◆問合せ　にぎわいまちづくりグループ　☎98︲5521

太子町観光・まちづくり協会が平成24年12月に設立されました！太子町観光・まちづくり協会が平成24年12月に設立されました！
　数多くの観光資源やそれらを活かしたさまざまなまちおこし活動は町の大切な“宝”です。町は魅力
あるまちづくりに向けた取組みを住民協働で行っています。
　協会は、地域の活性化に取り組む事業者・団体などの核となる組織として、会員の皆さんと共に、町
の魅力を充実させ、その情報を全国発信していきます。
　“ふるさと太子のまち”を盛り上げるために、個人・企業・団体を問わず多くの人の入会をお待ちし
ています。

【会員になると】
　太子ブランドの開発など、魅力的な活動が盛りだくさんです。
　あなたのアイデアを活かす絶好のチャンス！
　会員になって新たな太子町の魅力を全国・世界へ発信しませんか？
【会員種別と年会費】
　正会員Ａ：町内で観光関連事業を行うもの　　 20,000円／年
　正会員Ｂ：町内でまちおこし活動を行うもの　 10,000円／年
　賛助会員（個人）：本会の趣旨に賛同する個人　 3,000円／口・年
　賛助会員（団体）：本会の趣旨に賛同する団体　10,000円／口・年
【申込方法】
　にぎわいまちづくりグループ窓口へお申込みください。
　申込書は窓口で配布の他、町ホームページでダウンロードできます。
◆問合せ　太子町観光・まちづくり協会事務局　☎98-5521
　（３月までは、にぎわいまちづくりグループへお問い合わせください。）

会員募
集中！！

ボランティア募集 竹内街道・横大路1400年記念事業
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クーリング・オフを活用しましょう
あきらめないで！契約解除ができるかも！

　クーリングオフ（Cooling-off）とは、訪問販売や電話勧誘販売など特定の取引の場合に、頭を冷やして良く考え直す
期間を消費者に与え、この一定の期間（熟慮期間）内であれば、消費者が業者との間で締結した契約を、無条件で契約解
除できる制度です。

ただし、クーリングオフには適用される取引と期間があります。

クーリングオフとは？

【クーリングオフできない場合】
◦通信販売で購入した場合
◦消費者がセールスマンを呼び寄せて購入した場合
◦自動車及び自動車リース、葬儀
◦自分から店に出向いたり、業者を呼んで購入した場合
◦3,000円未満の商品を受け取り、同時に代金を全額支払った場合
【クーリングオフの方法】

記載例を参考にご明記ください。
証拠を残すため、必ず両面のコピーを取り、簡易書留、または特定記録
郵便など、日付がわかる方法で、販売会社に郵送しましょう。
クレジット契約をしている場合は、クレジット会社にも
同様の通知を行います。
クーリング・オフ期間内に通知書を郵送してください。
◆問合せ
　消費者ホットライン　　　　　☎0570-064-370
　大阪府消費生活センター　　　☎06-6945-0999
　にぎわいまちづくりグループ　☎98-5521

自治体・販売店などでの回収・申し込みの受付は行っていません。

▲浅野町長（かつみん）

販売・取引 販売方法（詳しい規定・条件は省いております） 法定期間

訪問販売 店舗外での訪問販売。キャッチセールス、アポイントメントセールス、催眠（ＳＦ）商法（ビ
ラなどで誘われ会場などに行き、閉鎖的状況の中で契約）は店舗契約を含む。

８日間電話勧誘販売 電話により勧誘されて行った契約。
特定継続的役務提供 エステ、語学教室、学習塾、家庭教師派遣、パソコン教室、結婚相手紹介サービス。

業務提供
誘引販売取引 いわゆる内職商法、モニター商法。

20日間
連鎖販売取引 マルチ商法など（商品を買うなどの負担をして、その買った商品などを他人に売ることでマー

ジンが得られる契約）。

記載例

通　知　書

　次の契約を解除します。

　契約年月日　平成○年○月○日
　商品名　　　○○○○○
　契約金額　　○○○○○円
　販売会社　　株式会社○○○○
　　　　　　　○○○営業所
　　　　　　　　　担当者　○○○○
　クレジット会社　○○○株式会社

　 支払った代金○○○○円を返還し、商品を引き
取ってください。

　　平成○年○月○日

　　　　住所　大阪府南河内郡太子町大字山田88
　　　　氏名　太　子　太　郎　
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輝
か
し
い
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
た

女
優
森
光
子
さ
ん
は
、
平
成
二
十
四
年

秋
眠
る
よ
う
に
、
そ
の
生
涯
を
終
え
ら

れ
ま
し
た
。
九
十
二
歳
で
し
た
。

　

森
光
子
さ
ん
の
自
伝
を
も
と
に
、
そ

の
語
り
で
森
さ
ん
の
生
涯
を
綴
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
幸
せ
は
い
つ
も
私
の
前
で
Ｕ

タ
ー
ン
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
ど
ん
詰
ま
り
に
な
る
と
、
奇
跡

的
に
救
い
の
神
が
現
れ
る
の
で
す
。

　

私
は
、
大
正
九
年
、
京
都
木
屋
町
二

条
の
割か
っ
ぽ
う烹

旅
館
『
国く
に

の
家や

』
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
小
学
校
卒
業
後
、
府
立
第
一

高
女
に
入
学
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
年

の
夏
、
母
が
急
逝せ
い

し
ま
す
。
こ
の
為
、

学
業
を
中
断
し
て
、
一
学
期
で
退
学
し

ま
す
。父
は
京
都
大
学
の
学
生
で
し
た
。

母
と
の
結
婚
は
許
さ
れ
ず
、
卒
業
後
、

繊
維
会
社
を
営
む
大
阪
の
実
家
へ
戻
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
父
も
母
の
死

後
二
か
月
を
経
て
、
後
を
追
う
よ
う
に

し
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
は
、
伯
父
の
勧す
す

め
で
、

伯
父
の
息
子
が
嵐
寛
寿
郎
の
名
で
ス

タ
ー
の
座
に
つ
い
て
い
る
映
画
会
社
に

入
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
端は

役や
く

で
出
て

い
た
私
に
、
姫
の
役
が
つ
き
ま
し
た
。

劇
中
に
『
天
守
閣
ブ
ル
ー
ス
』
と
い
う

曲
を
歌
い
、
私
の
歌
手
願
望
が
叶か
な

う
動

機
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
東
京
の

芸
能
事
務
所
に
所
属
し
、
有
名
歌
手
の

前
座
で
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
十
七
年
、
芸
能
人
の
グ
ル
ー
プ

が
編
成
さ
れ
、
旧
満
州
に
駐
留
の
軍
隊

の
慰
問
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

昭
和
十
八
年
、
帰
国
早
々
、
今
度
は

南
方
派
遣
軍
の
慰
問
の
指
示
が
あ
り
、

四
隻
の
船
で
神
戸
を
出
港
し
た
の
で
す

が
、
内
一
隻
は
、
外
洋
に
出
て
間
も
な

く
、
敵
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
ま
し
た
。

救
援
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
私
達
の
船

は
全
速
力
で
そ
の
場
を
逃
げ
る
外
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
炎
を
上
げ
て
波
に
沈

む
僚
船
に
、
私
は
見
え
な
く
な
る
ま
で

手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

よ
う
や
く
に
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

着
き
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
の
早
暁
、

「
お
見
送
り
下
さ
い
」
と
の
声
で
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。
特
攻
機
の
出
撃
だ
っ
た

の
で
す
。
私
は
肌
に
つ
け
て
い
た
マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
を
一
人
の
飛
行
兵
の
腰
の

ベ
ル
ト
に
ソ
ッ
と
つ
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

薄
明
の
中
で
敬
礼
を
し
て
機
上
の
人

と
な
る
と
、
爆
音
を
残
し
て
飛
び
立
ち

ま
し
た
。
空
の
彼
方
に
消
え
て
い
く
機

影
を
見
つ
め
る
私
の
頬
を
、
止
め
ど
な

く
涙
が
流
れ
落
ち
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ワ
で
は
、
私
達
一
行
を
、
土ど

げ下

座ざ

し
て
迎
え
る
地
元
民
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
人
達
の
心
の
内
を
思
う
と
、

胸
が
鋭
く
痛
み
ま
し
た
。

　

昭
和
十
九
年
、
務
め
を
終
え
て
、
潜

水
母
艦
で
呉
港
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
後
す
ぐ
に
、
中
国
派
遣
軍
の
慰
問

に
出
か
け
る
の
で
す
が
、
同
道
さ
れ
た

海
軍
士
官
が
、
私
の
顔
色
を
見
て
、「
体

の
具
合
が
悪
い
の
で
は
な
い
で
す
か
？
」

と
、
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

港
へ
着
く
と
、
す
ぐ
に
医
務
室
へ
案

内
さ
れ
、
診
断
の
結
果
は
初
期
の
肺
結

核
と
分
か
り
、
直
ち
に
本
土
病
院
へ
の

送
還
と
な
り
ま
し
た
。
発
見
が
早
く
、

数
か
月
で
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
後
、
こ
の
士
官
が
、
私
の
出

演
し
て
い
る
劇
場
に
訪
ね
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
凛
々
し
い
海
軍
士
官
の
姿
に
、

私
は
憧
れ
を
持
っ
た
の
で
す
が
、
軍
の

特
命
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
終
戦
の
時
、

中
国
で
自
決
さ
れ
た
と
の
事
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
、
戦
後
、
私
は
生
き
る

の
が
精
一
杯
の
生
活
で
し
た
。
元
の
芸

能
事
務
所
を
訪
ね
、
そ
こ
か
ら
の
世
話

で
、
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
の
キ
ャ
ン
プ
巡め
ぐ

り
を
始
め
ま
し
た
。
で
も
、
い
つ
ま
で

も
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
昭
和

二
十
二
年
、京
都
へ
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
梅
田
の
劇
場
に
出
演
し
て

い
ま
し
た
が
、
米
軍
向
け
の
映
画
上
映

を
し
て
い
た
二
世
技
士
の
深
い
親
切
に

ほ
だ
さ
れ
、
求
婚
の
言
葉
に
前
後
の
見

境
も
な
く
、承
諾
の
返
事
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
、
彼
は
帰
還
の
命
を
受
け

て
、「
ま
た
、
手
紙
を
出
す
か
ら
」
の

言
葉
を
残
し
て
、立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
後
、
互
い
の
文
通
も
絶
え
て
、
二

人
の
仲
も
断た

た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
の
秋
、京
都
の
町
で
、

偶
然
に
、
小
学
校
の
同
級
生
山
口
さ
ん

に
会
い
ま
し
た
。
医
師
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
、会
う
な
り
、「
顔
色
悪
い
よ
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
ら
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
以
前
の
病
歴
も
あ
り
、
そ
の

言
葉
に
従
い
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
見
て
、
彼
は
「
結
核
が
か
な
り
進

ん
で
い
る
よ
。
こ
の
ま
ま
仕
事
を
続
け

た
ら
死
ん
で
し
ま
う
よ
。」
と
真
剣
な

顔
で
言
い
ま
し
た
。

　

彼
の
紹
介
で
、
東
山
の
サ
ナ
ト
リ
ウ

ム
に
入
る
の
で
す
が
、
そ
の
間
、
彼
は

当
時
高
価
で
あ
っ
た
結
核
治
療
薬
『
ス

ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
』
を
価
格
も
告
げ

ず
打
ち
つ
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
昭
和
二
十
七
年
社
会
復

帰
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
旧
知
を
頼
っ
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、
時
代
は
テ
レ
ビ
全
盛
へ
と
進
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
『
私
は
貝
に
な
り
た
い
』
と

題
し
た
テ
レ
ビ
番
組
が
放
映
さ
れ
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。
こ
の
出
演

者
岡
本
愛
彦
氏
か
ら
求
婚
さ
れ
た
の
で

す
が
、
同
じ
映
像
、
演
劇
の
道
を
歩
む

二
人
だ
か
ら
、
結
婚
生
活
も
順
調
に
い

く
だ
ろ
う
と
思
い
、
結
婚
を
決
意
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
実
は
理
想
と
異
な

り
二
人
の
す
れ
違
い
の
多
い
生
活
が
続

く
な
か
で
、
破
局
を
迎
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

や
が
て
私
の
舞
台
を
見
ら
れ
た
演
出

家
の
菊
田
一
夫
氏
に
認
め
ら
れ
、
氏
の

演
出
に
な
る
林
芙
美
子
氏
作
の
『
放
浪

記
』
に
主
役
で
出
演
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
初
演
は
昭
和
三
十
六
年

の
秋
で
し
た
。
こ
の
中
で
主
人
公
が
、

自
分
の
作
品
が
新
聞
に
認
め
ら
れ
た
と
、

大
喜
び
を
す
る
場
面
が
あ
る
の
で
す
が

菊
田
氏
は
、
こ
こ
で
、
で●

●
●

●

ん
ぐ
り
返
り

を
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
無

理
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
思
い
き
っ
て

や
る
と
、何
と
か
型
に
は
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
大
受
け
を
し
た
の
で
す
。

　

ラ
ス
ト
は
、
故
郷
尾
道
の
港
で
鴎
の

鳴
声
と
連
絡
船
の
汽
笛
で
幕
が
下
り
る

の
で
す
が
、
暫
く
は
、
観
客
の
大
拍
手

が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
時
の
感
動
は
一

生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
『
放
浪
記
』
の
公
演
が
二
千
回
を
越

え
国
民
栄
誉
賞
な
ど
の
賞
に
輝
き
、
そ

の
波
乱
の
人
生
を
終
え
る
ま
で
、
人
間

の
生
を
追
求
し
尽
く
さ
れ
た
森
光
子
さ

ん
に
感
動
と
感
謝
の
念
を
捧
げ
ま
す
。

引
用
文
献

　

日
本
経
済
新
聞
社
刊

　

森
光
子
氏
述『
人
生
は
ロ
ン
グ
ラ
ン
』

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
お
か
も
と
・
つ
ぎ
お
／
元
四
天
王
寺

　

国
際
仏
教
大
学
講
師

　長きにわたり広報太子に掲載をい
ただきました岡本次男先生の『幸せ
に生きたいと願って』は、今月をもっ
て最終回となりました。
　「人権コラム」として太子町の人
権意識の高揚に努めていただきまし
た、岡本次男先生に心より感謝申し
上げます。
　また、たくさんの人に読んでいた
だき、ありがとうございました。

　幸せに生きたいと願って

女優　森光子さんの記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　本　次　男
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　１月20日（日）、町立総合スポーツ公園で、第30回新春ジョギング大会が行われま
した。
　当日は天候にも恵まれ、参加された皆さんは、寒さを忘れ元気に走り、すがすが
しい汗を流しました。

　

２
月
３
日（
日
）、
Ｐ
Ｌ
教
団
敷
地
内
の
特
設
コ
ー
ス
で
、
第
56
回
南
大
阪
駅
伝

大
会
が
行
な
わ
れ
、
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
の
各
男
女
別
と
混
成
の
各
部
門
に

２
１
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
一
般
男
子

の
部
に
１
チ
ー
ム
が
、
中

学
生
の
部
に
10
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
町
立
中
学
校
陸

上
部
が
中
学
女
子
の
部
で

第
２
位
と
第
６
位
、
中
学

男
子
の
部
で
第
７
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

第
₅₆
回
南
大
阪
駅
伝
大
会

新春ジョギング大会

　平成24年度コミュニティ助成事業助成金（宝くじ助成金）を受け、投光器、発電機、
救助工具セット、大型炊き出し器などの防災資機材を、春日地区自主防災会連合会
に整備しました。

宝くじの助成金で防災資機材を整備しました

頑
張
っ
て
ま
す
！
竹
内
街
道
お
掃
除
隊

〜
難
波
か
ら
飛
鳥
へ
日
本
最
古
の
官
道（
大
道
）〜
１
４
０
０
年
に
向
け
て

　

１
月
11
日（
金
）、
上
宮
太
子
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
定
期
的

な
清
掃
活
動
「
竹
内
街
道
お
掃
除
隊
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

今
年
は
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
１
４
０
０
年
の
節

目
の
年
。
こ
の
た
め
、
関

係
市
町
村
が
連
携
し
、
周

辺
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘

し
、
街
道
の
魅
力
を
高
め
、

地
域
活
性
化
に
向
け
て

色
々
な
取
り
組
み
が
進
む

中
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な

活
動
が
地
域
を
支
え
て
い

ま
す
。

区　　　分 順　位 氏　　名 タイム

小学生男子の部　３㎞
優　勝 平　山　滉　太 13分29秒
準優勝 岡　田　侑　人 13分43秒
第３位 藤　田　康太郎 13分47秒

小学生女子の部　３㎞

優 勝 寺　田　彩　花 14分59秒
準優勝 山　口　沙　礼 15分 3秒
第３位 東　條　青　海 15分 3秒
第３位 堤　　　くるみ 15分 3秒

一般男子の部　５㎞ 優　勝 小　嶺　和　志 20分43秒

一般女子の部　３㎞
優　勝 山　科　美　咲 13分10秒
準優勝 松　永　萌　花 15分11秒
第３位 福　永　裕　子 17分42秒
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２
月
３
日（
日
）、
Ｐ
Ｌ
教
団
敷
地
内
の
特
設
コ
ー
ス
で
、
第
56
回
南
大
阪
駅
伝

大
会
が
行
な
わ
れ
、
一
般
、
高
校
生
、
中
学
生
の
各
男
女
別
と
混
成
の
各
部
門
に

２
１
０
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
を
め
ざ

し
ま
し
た
。

　

町
内
か
ら
は
一
般
男
子

の
部
に
１
チ
ー
ム
が
、
中

学
生
の
部
に
10
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
町
立
中
学
校
陸

上
部
が
中
学
女
子
の
部
で

第
２
位
と
第
６
位
、
中
学

男
子
の
部
で
第
７
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

１
月
11
日（
金
）、
上
宮
太
子
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
定
期
的

な
清
掃
活
動
「
竹
内
街
道
お
掃
除
隊
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

今
年
は
竹
内
街
道
・
横
大
路
（
大
道
）
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
１
４
０
０
年
の
節

目
の
年
。
こ
の
た
め
、
関

係
市
町
村
が
連
携
し
、
周

辺
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘

し
、
街
道
の
魅
力
を
高
め
、

地
域
活
性
化
に
向
け
て

色
々
な
取
り
組
み
が
進
む

中
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な

活
動
が
地
域
を
支
え
て
い

ま
す
。

　２月９日（土）、町立万葉ホールで、太子
町人権協会子どもの人権を守る部会主催の

「陽気に行こうコンサート」（サニー・サイド・
メモリー）が行われました。
　当日はお子さんから高齢者まで、たくさ
んの人にご来場いただき、みんなで一緒に
音楽を楽しみました。

陽気に行こうコンサート

　１月27日（日）、八尾ボウルアローで、太
子町青少年指導員会主催の新春ボウリング
大会が行われました。
　参加した小学生から中学生41人の皆さん
と指導員が、楽しい雰囲気のなか熱戦を繰
り広げました。

新春ボウリング大会

　２月11日（月・祝）、尼崎スポーツの森ア
イススケートリンクで、太子町体育連盟主
催のスケート教室が行われました。
　参加者は84人で、大半が小学生でした。
　友だち同士助け合いながら仲良くすべり、
それぞれにスケートの楽しさを満喫してい
ました。

スケートの楽しさを満喫しました

　２月13日（水）、神戸市の阪神淡路大震災
記念・人と防災未来センターで、太子町婦
人会防災研修が行われました。
　いつ起きるとも知れない震災などの災害
に、日頃から備えることの大切さを学びま
した。

太子町婦人会防災研修
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◆
第
45
回
新
書
派
協
会
展

◦
大
阪
市
長
賞

　

安
井　

結
香（
山
田
小
６
年
生
）［
写
真
中
］

◦
推
せ
ん

　

山
岸　

利
奈（
山
田
小
６
年
生
）［
写
真
右
］

◦
推
せ
ん

　

貴
治　
　

彩（
山
田
小
５
年
生
）［
写
真
左
］

平
成
24
年
度

親
子
で
集
う
ふ
る
さ
と
写
生
会
入
賞
者

最
優
秀
賞　
林　
　

幸
輝（
磯
長
小
５
年
生
）

最
優
秀
賞　
髙
木　

浩
司（
一
般
）

サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
賞　
山
中　

琉
輝（
幼
児
）

日
本
色
研
賞　

筒
井　

真
澄（
一
般
）

優
秀
賞　
岡
田　

蒼
空（
幼
児
）

優
秀
賞　
髙
木　

健
汰（
磯
長
小
３
年
生
）

優
秀
賞　
西
村
実
那
子（
磯
長
小
４
年
生
）

優
秀
賞　
坂
田　

里
桜（
太
子
中
２
年
生
）

優
秀
賞　
山
口　

直
人（
一
般
）

入　
　
選　
田
中　

若
菜（
幼
児
）

入　
　
選　
加
藤
は
る
ひ（
磯
長
小
１
年
生
）

入　
　
選　
山
口　

沙
礼（
磯
長
小
５
年
生
）

入　
　
選　
筒
井　

完
次（
一
般
）

佳　
　
作　
山
中　

梨
愛（
幼
児
）

佳　
　
作　
金
田　
　

悠（
磯
長
小
２
年
生
）

佳　
　
作　
筒
井　

翔
平（
山
田
小
６
年
生
）

佳　
　
作　
川
谷　

将
之（
一
般
）

努
力
賞　
小
出
丸
之
助（
幼
児
）

努
力
賞　
桑
原　

湊
都（
磯
長
小
１
年
生
）

努
力
賞　
浅
野　

晴
香（
磯
長
小
３
年
生
）

努
力
賞　
金
田　

翔
太（
磯
長
小
４
年
生
）

努
力
賞　
金
田　

美
優（
山
田
小
６
年
生
）

努
力
賞　
浅
野
は
津
代（
一
般
）

努
力
賞　
角
田　
　

大（
一
般
）

努
力
賞　
川
谷　

栄
次（
一
般
）

平成25年度家庭用ごみシール（無料）を配布します
※家庭用ごみシール (無料 ) の配布は、全世帯に宅配でお送りします

　平成25年４月１日からご使用いただけるごみシール（平成25年度分として１年分）を３月中旬〜下旬にご家庭に配布
します。
　配布枚数は以下のとおりですので、必ずシール枚数をご確認ください。
※３月中に平成25年度家庭用ごみシールを貼って、ごみを出されても一切収集しませんので絶対に出さないでください。
　（有効期間は、平成25年４月１日〜平成27年３月31日の２年間です）　
　また、「もえるごみ専用」シールの使用方法は世帯人数にかかわらず、その時のごみの量に応じて、ごみシールを貼っ
て出していただけます。

（１人〜２人世帯用のシールをお使いの皆さんは、45㍑袋を毎回ご利用されますと、必ずシールは不足しますので、30㍑
袋を使用されることをお勧めします。）
　無料配布枚数をすべて使用されますと、「ごみシール」は有料になりますので、ご注意ください。

●ごみシールの使用枚数
　30㍑袋（青色の半透明）の場合……１枚
　45㍑袋（白色の半透明）の場合……２枚
※昨年配布しましたシールは、有効期限内はご利用いただけます。
　また、次の場合は、別途申請が必要になります。
●寝たきりなどで、紙おむつを使用されている場合（乳幼児の紙おむつは除く）
●�住民登録の無い人が居住している場合（町内に居住している証明書類の提示

が必要です）

●配布枚数
　もえるごみシール（１年分）

　粗大ごみシール（１年分）

◆問合せ　安全環境グループ　☎98-5525

家族人数 配布枚数
１人〜２人 ピ　ン　ク　1 1 0 枚
３人〜４人 ピ　ン　ク　2 2 0 枚
５人〜６人 ピ　ン　ク　2 8 0 枚
７人以上 ピ　ン　ク　3 4 0 枚

１世帯あたり ライトグリーン　　3 6 枚

人敬
称
略

はなまる

ひ と の う ご き
	 （　）内は前月比

	人　口	14,223人人（－13）	 転入	 24人
	 男	 6,985人人（－ 5）	 転出	 29人
	 女	 7,238人人（－ 8）	 出生	 8人
	世帯数	 5,301世帯（－ 7）	 死亡	 16人

まちの面積　　14.17㎢
（₂月₁日現在）
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▪
十
二
支
を
幼
な
に
教
へ
老
の
春	

西
村
美
智
子

▪
一
切
の
も
の
を
手
近
に
炬
燵
守
る	

小
路
喜
与
志

▪
知
人
の
名
記
さ
る
る
大
根
買
ひ
に
け
り	

麻
野　

明
子

▪
風
邪
気
味
や
梅
一
粒
を
熱
き
茶
に	

増
尾　

春
江

▪
新
年
会
笑
顔
の
渦
に
包
ま
る
る	

高
田　

正
裕

▪
大
寒
に
平
常
心
の
修
行
僧	

明
石　

志
郎

▪
朱
の
椀
に
た
っ
ぷ
り
汁
粉
女
正
月	

丸
山　

秀
子

▪
甘
酒
の
お
か
は
り
勧
め
初
不
動	

杉
山　

豊
子

▪
座
禅
組
む
百
畳
敷
の
冴
返
る	

加
賀
井
如
峰

▪
寒
蜆
卒
寿
の
わ
が
身
養
は
む	

南　
　

魚
水

▪
懸
命
に
母
校
の
タ
ス
キ
走
り
抜
き	

上
田　

恒
子

▪
来
る
年
へ
命
つ
な
い
だ
晦
日
そ
ば	

籾
山　
　

隆

▪
春
風
に
命
を
託
す
花
雄お
し
べ蕊	

笹
部　

次
夫

▪
健
康
に
長
命
し
て
こ
そ
幸
福
に	

上
田
美
佐
子

▪
凛
と
咲
く
花
の
命
に
合
掌	

植
田　

清
子

▪
限
り
あ
る
命
と
資
源
守
ら
ね
ば	

奥
田　

芳
江

▪
ノ
ー
ベ
ル
賞
生
命
の
追
及
は
て
し
な
く	

春　
　
　

子

▪
雪
の
あ
ぜ
命
見
ま
し
た
蕗
の
と
う	

桑
原　
　

優

▪
生
物
の
命
の
重
さ
弥
次
郎
兵
衛	

山
本　

博
子

▪
運
命
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
人
の
道	

吉
村
阿
佐
緒

▪
命
延
び
生
活
習
慣
改
め
る	

三
浦
冨
美
子

▪
ま
た
会
お
う
生
命
あ
れ
ば
と
た
だ
し
書
き	

山
下　

和
男

▪
山
男
身
か
ら
離
せ
ぬ
命
綱	

川
村　
　

勧

公
民
館
行
事
予
定
表　

３
月

▼「
た
い
し
く
ん
」
パ
ナ
ク
レ
イ
教
室

　
　

３
月
14
日（
木
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
折
紙
教
室

　
　

３
月
19
日（
火
）　

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
古
典
教
室

　
　

３
月
17
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
寿
学
級
健
康
体
操
教
室

　
　

３
月
16
日（
土
）・
23
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば　

₃
月

［
と　

き
］
３
月
16
日（
土
）

［
と　

き
］
午
後
２
時
30
分
〜
３
時

［
と
こ
ろ
］
町
立
図
書
室

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

月
１
回（
第
３
土
曜
日
）
約
30
分

　

ご
都
合
の
つ
く
月
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
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ペアペアクラブ前期（４月〜９月）会員募集
　ペアペアクラブは、就園前の子どもとお母さんの
育児サークルです。月に１〜２回、お友達と仲良く
遊んだり、育児などの情報交換をしています。

［対　象］就園前の子どもと保護者
［申　込］３月末日まで
　なお、３月12日（火）午前10時から、町立万葉ホー
ルで見学会を行いますので、お気軽にご参加ください。
◆申込・問合せ　太子町社会福祉協議会　☎98-1311
　（Ｈ24後期会長）柿沼　☎080-3778-6907

第15回平和を考える太子町戦争展
　映画を見ながら平和を考えてみましょう。
　その他、展示も行います。
　皆さん、お誘いあわせのうえ、お越しください。

［と　き］３月10日（日）正午〜午後４時
［ところ］町立公民館
［内　容］映画「一枚のハガキ」　監督　新藤兼人

※上映時間　午後１時〜３時
［参加費］無料
◆問合せ　太子町戦争展実行委員会
　　　　　代表　森井　☎98-1748

テニス仲間募集中！
　太子町テニスクラブでは、会員を募集しています。
　年齢、性別、レベルは問いません。
　興味のある人は、体験で練習に参加することもで
きます。活動時間に直接お越しください。

［と　き］毎週日曜日　午後１時〜５時
※試合などにより練習がない日もあります

［ところ］町立総合スポーツ公園テニスコート
◆問合せ　池田　☎98-0772

ワクワクドキドキの池干し環境学習　参加者募集
みんなで池干し！庭園池の生き物を学ぼう

　叡福寺境内の庭園池は町内の水辺の生き物を守る
池としてたくさんのモロコやエビ、メダカがすんで
います。
　その庭園池の水を抜いて、残ったモロコやエビを
捕まえたり、生き物博士のお話を聞きます。
　子ども、親子でドンドン参加してください。

［と　き］３月16日（土）午前９時〜11時30分
※雨天時、３月17日（日）に変更

［ところ］叡福寺南大門前
［内　容］池干し＆生物観察のお話
［持ち物・服装］

タモ網や生き物を入れるバケツ、きがえ（できれば）、
汚れても良い服、長靴

［主　催］ 太子 “ ｅ ” メガネ
［協　力］叡福寺・雨ふる大地の水辺保全ネットワーク
※ＨＰもご覧ください「太子ｅメガネ」で 検索
◆問合せ　太子 “ ｅ ” メガネ事務局　吉村
　　　　　☎090-8381-8927
　　　　　taishi.e.megane@gmail.com
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受けましょう！がん検診
［場所］町立保健センター
※�検診費用として、各項目ごとに500円
が必要です。

胃・大腸がん検診　
実施日　３月18日（月）午前
対象者　40歳以上の人
定　員　50人
※�原則、胃・大腸がん検診は、セット

検診（1,000円）です。
※�肺がん検診（500円）も同時に受けら

れます。

肺がん検診
実施日　３月18日（月）午前
対象者　40歳以上の人
定　員　60人

◎�検診は予約制です。電話でお申込み
ください。

　受付は、検診実施日の１週間前まで。
　ただし、定員になり次第締め切ります。
　車椅子の人は予約時にご相談ください。
◎�職場などで検診を受ける機会のある

人は、対象となりません。
◎�健康手帳をお持ちの人は、ご持参く

ださい。
◎�生活保護を受けておられる人は、減

免制度がありますので事前にご申請
ください。

◆問合せ
　健康増進グループ　☎98－5520

　太子町国民健康保険に加入されてい
る40歳〜75歳未満の人に、特定健康
診査の受診券を送付しています。
　受診期間は、３月31日までです。
期間内に必ず受診してください。（受
診券の有効期限内でも、国民健康保険
の資格を喪失した時点で使用できなく
なります。）
◆問合せ　保険医療グループ
　　　　　☎98-5516

特定健康診査の受診は
お済みですか？

●こころの健康相談会
　「こころほぐし会」を行います
　「こころの問題」を抱えた人が増えて
います。
　なかなか身近な人に理解してもらえ
ず、一人で悩みを抱え込んでいませんか。
　肩こりがあると肩をほぐすように、こ
ころの問題も、こころほぐしが必要です。
　今回「こころの問題」を抱えた人が、
前向きに社会生活を送ることができるよ
うに、相談会を行います。どんなに小さ
なことでも、一緒に考え解決の糸口を探
り、こころをほぐしましょう。

［と　き］
３月22日（金）、25日（月）、26日（火）
午前10時〜午後４時

［ところ］町立保健センター１階　相談室
［対　象］町内在住・在勤の人
［内　容］

社会医療法人ペガサス　馬場記念病院
の臨床心理士による、心理的問題の解
決を手伝うための個別相談

［申　込］
健康増進グループ窓口またはお電話で、
相談日前日までにお申込みください。

（予約制）
※相談の内容は厳守します。
※�学校、職場、家庭、拒食
　や過食など、どんな悩み
　でもご相談ください。

●ＭＲ（麻しん・風しん）混合予防接種
　ＭＲ（麻しん・風しん）混合予防接種
費用についての助成は、３月31日（日）
までとなっています。
　それ以降の接種は、自己負担となりま
すのでご注意ください。
　まだ接種されていない場合は、早めに

お受けすることをお勧めします。
［実施医療機関］

富田林医師会管内の予防接種実施医療機
関（詳しくはお問い合わせください）

［費　用］無料
［対象者］
•ＭＲ（麻しん・風しん）混合２期
　小学校就学前の人
•ＭＲ（麻しん・風しん）混合３期
　中学１年生に相当する年齢の人
•ＭＲ（麻しん・風しん）混合４期
　高校３年生に相当する年齢の人
※�乳幼児の間に、麻しん・風しん予防接

種を受けたことのない人が、成人に
なって麻しん・風しんにかかると重症
になることがあります。

※�麻しん・風しん予防接種を受けていな
い場合、将来、海外留学や教育実習な
どが受けられない場合があります。

●高校１年生に相当する女子を対象とした
　「子宮頸がん予防ワクチン」
　中学１年生〜高校１年生に相当する女
子を対象に、子宮頸がん予防ワクチン接
種費用について助成を行っています。
　対象者の内、現在、高校１年生に相当
する女子の接種期限は、３月31日（日）
までとなっています。
　それ以降の接種は、自己負担となりま
すのでご注意ください。
　まだ接種されていない場合は、早めに
お受けすることをお勧めします。

［実施医療機関］
富田林医師会管内の予防接種実施医療機
関（詳しくはお問い合わせください）

［費　用］無料

　◆申込・問合せ　
　　健康増進グループ　☎98−5520

　平成24年11月１日から、子ども医療費助成の対象者を中学校卒業までに拡大しま
した。
　対象者には、子ども医療証と交付申請書を送付していますが、申請書の提出をま
だ行っていない人は、保険医療グループにご提出ください。
　今年の３月で中学校を卒業するお子さんは、子ども医療証の有効期間が、３月31
日までになっています。４月１日以降はご使用になれませんので、期間経過後、医
療証を破棄してください。
◆問合せ　保険医療グループ　☎98-5516

子ども医療証の交付手続きはお済ですか？

400ml献血へのご協力をお願いします
　私たちの体は、異物が体内に侵入してきた時は激しく防御します。輸血には同
じ血液型の血液を使用するのはこのためですが、同じ血液型といっても実はひと
り一人微妙に異なり、同型であっても何人もの血液を輸血することは必ずしもベ
ストではありません。 
　400ml 献血は200ml 献血と同様にすべての血液成分をいただく献血方法で
すが、患者さんが輸血をうける場合、200ml 献血に比べて半分の人数の献血者
からいただく血液ですみ、輸血による感染症や副作用を少なくすることができます。
※�平成23年度から、男性に限り400ml 献血を17歳からできるようになりました。

［と　き］3月15日（金）
午前10時～正午　午後1時～4時

［ところ］町立保健センター
◆問合せ　健康増進グループ　☎98−5520
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